華麗なる侯爵家の秘宝「リヒテンシュタイン」

　
「リヒテンシュタイン侯国」は、オーストリアとスイスに挟まれた人口３万人ほどの小さな内陸国であるが、特筆すべきは“候家の資産力”で“優れた美術品収集こそ一族の栄誉となり文化を残す”という家訓に従って、一枚が億単位の価値がある世界の名画を含めて膨大な美術コレクションを保有していることである。

　この世界が羨む侯爵家の「秘宝」の絵画、彫刻、工芸品から家具に至る３万点にもおよび膨大な収集品は、秘蔵とされていたが、今回美術関係者の努力によって選りすぐりの「139点」の作品が「東京・国立新美術館」（乃木坂）開館５周年記念事業として、本邦で初公開（10月３日～12月23日）されている。
　展示品は、侯爵家の500年にわたる芸術への熱情が伺えるもので、展覧会のポスターに使用されている「クララ・セレーナ・ルーベンスの肖像」は、1616年ころに「ルーベンス」が描いた５歳ころの愛娘を描いた作品で、ヨーロッパの絵画史上最も魅力的な子どもの肖像画とされ、何にも物怖じすることなく、大きな瞳で真っ直ぐこちらを見つめる少女のたたずまいには幼くして利発さが感じられる作品である。
　また、貴重な作品とされる「デキウス・ムス」（1616～17年）は、「ルーベンス」が最初に手がけた歴史画「ローマ執政官の英雄物語」の６枚連作の一部で、
英雄の死が予言される瞬間がダイナミックに描かれている。本作品は縦３ｍ横４ｍほどの巨大なもので、侯爵家のコレクションでも最も重要な作品の一つであり、油彩画としての完成度の高さがあるものとされている。
　さらに、「バロック・サロン」では、当時の宮殿を飾った「天井画」４枚などが展示されるなど見逃せないビッグな展覧会である。
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